
特
集 ⑦ 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ　

〜
「
つ
な
が
り
」
で
想
い
が
カ
タ
チ
に
な
る
居
場
所
〜

つ

な

が

り

を

探

る

執
筆高

山　

現
人

経
済
局
経
営
・
創
業
支
援
課

《5》 

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

１ 

　 

は
じ
め
に

　

経
済
や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
人
と
人
・
地
域
と
の
「
つ
な

が
り
」
の
気
薄
化
が
問
題
視
さ
れ

る
中
、
近
年
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
」
を
通
じ
て
「
つ
な
が
り
」

を
形
成
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
に
関
す

る
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
多
様

な
人
々
が
自
由
に
集
い
、
そ
こ
で

語
ら
れ
る
想
い
が
行
動（
カ
タ
チ
）

へ
と
具
現
化
で
き
る
居
場
所
で
あ

り
、
そ
の
運
営
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
を
用
い
る
こ
と
で
、
自
立
的
か

つ
継
続
的
な
運
営
が
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
る
場

合
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、「
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
課

題
に
対
し
、
地
域
の
資
源
（
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
）
を

活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用

い
て
解
決
す
る
取
組
み
」
と
し
て

定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
１
つ
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
、
地
元
商
店
街
や
団
体
等

と
の
連
携
に
よ
り
誕
生
し
た
２
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
紹
介

し
た
い
。
カ
フ
ェ
が
単
な
る
情
報

交
換
の
交
流
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
契
機

に
、
想
い
を
具
現
化
で
き
る
場
と

し
て
、
複
合
的
な
機
能
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

２ 

　  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
先

進
的
モ
デ
ル
を
築
い
た
港
南

台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ

　

港
南
台
駅
近
く
に
開
設
さ
れ
て

い
る
「
港
南
台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
」

に
は
、
温
か
み
の
あ
る
地
元
神
奈

川
の
県
産
材
を
利
用
し
た
小
箱

シ
ョ
ッ
プ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
交
流

ス
ペ
ー
ス
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
等
が

併
設
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。

　

港
南
台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
の
運
営

者
の
1
人
で
あ
る
株
式
会
社
イ
ー

タ
ウ
ン
・
代
表
取
締
役
の
斉
藤
保

氏
に
話
を
聞
い
た
。

❶ 

転
居
地
・
横
浜
で
の
生
活
を
楽

し
み
た
い

　

富
山
県
出
身
の
斉
藤
氏
が
横
浜

市
に
転
居
し
た
の
が
、
１
９
９
８

年
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
地
域

住
民
と
の
関
係
の
希
薄
化
を
感
じ
、

「
横
浜
で
の
生
活
を
楽
し
み
た
い
」

と
い
う
想
い
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
地
域
情
報
の
掲
示
板
を
立
ち

上
げ
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
に
多

く
の
人
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

❷
顔
の
見
え
る
場
を
つ
く
り
た
い

　

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
交
換
を
続
け

る
中
で
、
ネ
ッ
ト
の
有
益
性
も
感

じ
な
が
ら
も
、「
顔
の
見
え
る
場
を

つ
く
り
た
い
」
と
い
う
想
い
が
日

増
し
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
頃
よ
り
市
民
活
動
団
体
の
勉
強

会
に
参
加
し
、
市
民
の
場
づ
く
り

を
行
う
た
め
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト

等
に
か
か
わ
る
こ
と
で
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
徐
々
に
深
ま
り
、
商

店
会
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た「
港

南
台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
」
の
開
設
に

携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

❸「café 

か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

　

２
０
０
５
年
10
月
に
開
設
さ
れ

た
カ
フ
ェ
は
「café 

か
ら
始
ま
る

ま
ち
づ
く
り
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、

⑴
横
浜
港
南
台
商
店
会
、
⑵
市
民

活
動
団
体
・
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
港
南
、
⑶
斉
藤
氏
が
代
表
を

勤
め
る
㈱
イ
ー
タ
ウ
ン
の
３
者
で

共
同
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
事
業
内
容
は
、
⑴
カ
フ
ェ

サ
ロ
ン
の
運
営
、
⑵
情
報
誌
・
ネ
ッ

ト
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信
、
⑶

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
等
。
こ
れ
ら
の
事
業
内
容
は
、

各
々
が
切
り
離
さ
れ
た
事
業
で
は

な
く
、
全
て
が
密
接
に
リ
ン
ク
し

て
成
り
立
っ
て
い
る
。

❹ 

安
定
的
な
収
益
を
あ
げ
る
仕
組

み
・
小
箱
シ
ョ
ッ
プ

　

カ
フ
ェ
の
特
徴
の
１
つ
が
、
自

立
的
か
つ
継
続
的
な
運
営
を
支
え

て
き
た「
小
箱
シ
ョ
ッ
プ
」で
あ
る
。

カ
フ
ェ
内
に
は
、
約
１
０
０
棚
の

「
小
箱
＝
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
が

設
置
さ
れ
、
地
域
住
民
が
ボ
ッ
ク

ス
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
手
作
り
の

個
性
溢
れ
る
バ
ッ
グ
、
小
物
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
等
の
約
３
，０
０
０
点

の
商
品
が
並
ん
で
い
る（
写
真
２
）。

　

ボ
ッ
ク
ス
オ
ー
ナ
ー
は
、
利
用

料
（
２
，５
０
０
円
〜
６
，０
０
０

円
／
月
）
と
販
売
手
数
料
を
支
払

う
こ
と
で
誰
も
が
利
用
で
き
、
出

店
者
の
９
割
が
地
域
住
民
で
、
地

元
の
福
祉
作
業
所
や
企
業
の
出
店

も
あ
る
。
小
箱
シ
ョ
ッ
プ
は
、
カ

フ
ェ
の
全
体
収
入
の
６
割
を
占
め
、

カ
フ
ェ
の
運
営
を
支
え
る
大
き
な

収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
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❺ 

想
い
を
共
有
、
カ
フ
ェ
の
運
営

を
支
え
る
仲
間

　

な
お
、
カ
フ
ェ
運
営
者
と
ボ
ッ

ク
ス
オ
ー
ナ
ー
は
、「
借
り
主
と
貸

し
主
」
と
い
う
対
峙
す
る
関
係
で

は
な
く
、
カ
フ
ェ
を
支
え
る
仲
間

で
あ
る
。
斉
藤
氏
に
は
、
そ
れ
を

裏
付
け
る
思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。

　

開
設
半
年
後
、
十
分
な
収
益
確

保
に
向
け
、
小
箱
シ
ョ
ッ
プ
の
利

用
料
値
上
げ
を
検
討
。各
オ
ー
ナ
ー

に
値
上
げ
料
金
を
提
示
し
た
と
こ

ろ
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
こ
の
料
金

で
カ
フ
ェ
は
継
続
運
営
し
て
い
け

る
の
か
？
（
も
っ
と
上
げ
て
も
い

い
の
で
は
）」
と
い
う
質
問
を
受
け

た
。
こ
の
一
言
こ
そ
が
、
ボ
ッ
ク

ス
オ
ー
ナ
ー
が
カ
フ
ェ
を
支
え
る

仲
間
で
あ
り
、
斉
藤
氏
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
想
い
を
共
有
し

て
い
る
証
し
で
あ
っ
た
。

❻ 

幅
広
い
年
代
の
つ
な
が
り
か
ら

育
ち
あ
い
の
関
係
へ

　

カ
フ
ェ
で
は
、
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
、
学
生
か
ら
主
婦
層
を
中
心
と

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

他
、
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
、
ボ
ッ
ク

ス
オ
ー
ナ
ー
、
買
い
物
客
等
が
自

由
に
カ
フ
ェ
に
出
入
り
し
、
そ
こ

で
語
ら
れ
る
自
由
な
想
い
が
予
想

も
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
導
き
出
し
、
地
元

企
業
や
商
店
会
ら
と
の
連
携
イ
ベ

ン
ト
等
に
発
展
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
商
店
会
が

主
催
し
て
き
た
「
港
南
台
テ
ン
ト

村
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
）」
の

企
画
・
運
営
に
、
学
生
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
か
か
わ
り
、

住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
を

提
案
し
て
い
る
。

　

最
初
に
カ
フ
ェ
に
足
を
踏
み
入

れ
た
際
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
立
場
・

目
的
は
異
な
る
が
、
カ
フ
ェ
で
繰

り
返
さ
れ
る
語
り
合
い（
写
真
３
）

か
ら
、
い
つ
し
か
、
年
代
の
域
を

超
え
た
「
つ
な
が
り
」
が
芽
生
え
、

互
い
に
育
ち
あ
え
る
機
会
を
享
受

で
き
て
い
る
。
港
南
台
タ
ウ
ン
カ

フ
ェ
で
は
、
こ
の
「
つ
な
が
り
」

か
ら
「
育
ち
あ
い
」
へ
と
循
環
さ

れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
港
南
台
タ
ウ

ン
カ
フ
ェ
は
、
多
種
多
様
な
人
々

の
相
関
関
係
の
中
で
、
想
い
を
カ

タ
チ
へ
と
具
現
化
で
き
る
居
場
所

へ
と
複
合
的
機
能
を
生
み
出
し
て

い
る
（
図
１
）。

❼ 

先
輩
事
業
者
と
し
て
、
新
た
な

担
い
手
を
育
成

　

最
近
で
は
、
港
南
台
タ
ウ
ン
カ

フ
ェ
の
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
先
進
的
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て

い
る
。
安
定
的
な
収
益
確
保
、
人

材
育
成
の
仕
組
み
等
が
評
価
さ
れ
、

２
０
１
０
年
、「
ま
ち
づ
く
り
月
間

国
土
交
通
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し

て
い
る
。

　

ま
た
斉
藤
氏
が
代
表
を
務
め
る

株
式
会
社
イ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
横

浜
市
や
経
済
産
業
省
等
の
行
政
の

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
（
以
下
、

Ｓ
Ｂ
）
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
（
以
下
、
Ｃ
Ｂ
）
支
援
事
業
」

を
受
託
し
、

創
業
者
向
け

の
相
談
・
講

座
等
を
実
施

し
、
地
元
・

横
浜
か
ら
全

国
圏
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
の
新

た
な
担
い
手

の
育
成
・
創

出
に
努
め
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う

に
先
進
的
モ
デ
ル
と
な
っ
た
港
南

台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
に
続
く
、
新
た

な
カ
フ
ェ
も
誕
生
し
始
め
て
い
る
。

３ 

　  

着
実
な
事
業
の
拡
大
を
経
て
、

つ
な
が
り
も
拡
大
。　
　
　

街
カ
フ
ェ
・
大
倉
山
ミ
エ
ル

　

２
０
１
０
年
11
月
、
大
倉
山
駅

近
く
に
開
設
さ
れ
た
「
街
カ
フ
ェ
・

大
倉
山
ミ
エ
ル
」（
写
真
４
）
の
運

営
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
倉
山
ミ
エ

ル
の
代
表
・
鈴
木
智
香
子
氏
に
話

を
聞
い
た
。

❶ 

自
分
た
ち
が
必
要
な
も
の
を
作

り
出
そ
う

　

建
築
士
の
資
格
を
持
つ
鈴
木
氏

は
、
も
と
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
が
あ
っ
た
。
家
族
の
転
勤
で

横
浜
か
ら
札
幌
市
に
転
居
し
て
い

た
２
０
０
２
年
、「
公
園
を
市
民
参

加
で
作
ろ
う
」
と
い
う
市
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
が
、

行
政
関
係
者
や
ま
ち
づ
く
り
関
連

の
事
業
者
ば
か
り
が
参
加
し
、
実

際
に
公
園
を
利
用
す
る
市
民
は
、

鈴
木
氏
だ
け
だ
っ
た
。
行
政
主
導

の
活
動
が
、
市
民
の
感
覚
と
乖
離

し
た
ま
ち
、
社
会
を
作
り
出
し
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
を
感

じ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
市
民
が

主
体
と
な
り
、
自
分
た
ち
が
必
要

と
す
る
も
の
を
作
り
出
そ
う
」と
、

周
囲
の
母
親
た
ち
に
声
を
か
け
、
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「
公
園
遊
び
会
」
と
い
う
活
動
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の
後
、
活
動

が
広
が
り
、
２
０
０
６
年
に
は
札

幌
市
と
協
定
を
結
び
、
旭
山
市
民

活
動
協
議
会
を
発
足
す
る
ま
で
に

至
っ
た
。
そ
の
頃
よ
り
、「
拠
点
が

あ
れ
ば
、
さ
ら
に
活
動
の
幅
が
広

が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
想

い
が
募
っ
て
い
っ
た
。

❷ 

地
道
な
活
動
の
広
が
り
が
縁
で
、

事
業
が
拡
大

　

２
０
０
７
年
、
横
浜
に
戻
り
、

未
就
児
童
向
け
の
「
公
園
あ
そ
び

の
会
」
や
、
母
親
向
け
の
絵
本
読

み
聞
か
せ
講
座
、
ア
ロ
マ
講
座
等

を
実
施
。

　

２
０
０
９
年
に
は
、「
大
倉
山
文

化
村
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、「
交
流
」、「
企
画
」、「
夢
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
等
、
活

動
を
拡
大
。
活
動
に
あ
た
り
、
区

役
所
の
助
成
金
補
助
を
受
け
て
い

た
た
め
、
定
期
的
な
報
告
（
プ
レ

ゼ
ン
）が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
初
、

煩
雑
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
の
報
告

の
場
が
、
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
等
を

共
同
開
催
し
て
い
る
地
元
の
子
育

て
支
援
団
体
と
も
知
り
合
う
き
っ

か
け
と
な
り
、
鈴
木
氏
ら
の
活
動

が
地
域
住
民
や
団
体
に
周
知
さ
れ

て
い
く
機
会
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
着
実
な
活
動
範
囲

の
拡
大
を
経
て
、
人
脈
が
広
が
っ

て
き
た
時
に
、
前
述
の
港
南
台
タ

ウ
ン
カ
フ
ェ
の
斉
藤
氏
か
ら
、「
商

店
街
の
空
き
店
舗
で
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
み
な
い
か
？
」

と
の
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

❸ 

地
元
商
店
街
と
建
設
業
協
会
と

の
連
携
事
業
に
よ
り
誕
生

　

街
カ
フ
ェ
・
大
倉
山
ミ
エ
ル
は
、

社
団
法
人
横
浜
市
商
店
街
総
連
合

会
と
社
団
法
人
横
浜
建
設
業
協
会

が
連
携
し
て
、
商
店
街
・
建
設
業
・

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
「
ヨ
コ

ハ
マ
商
建
連
携
事
業
の
大
倉
山
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
開
設
さ

れ
、
建
設
業
協
会
が
内
装
工
事
等

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
一
部
を

負
担
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ヨ
コ
ハ
マ
商
建
連
携
事

業
が
行
っ
て
い
る
養
蜂
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
収
穫
し
た
横
浜
産
は
ち
み

つ
を
提
供
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
位
置
づ
け
も
有
し
て
い

る
。

❹ 

連
携
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た

商
品
づ
く
り

　

大
倉
山
ミ
エ
ル
は
、
主
に
子
育

て
中
の
母
親
を
対
象
と
し
て
、
⑴

飲
食
事
業
、
⑵
ボ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ッ

プ
事
業
、
⑶
イ
ベ
ン
ト
（
教
室
）

事
業
を
中
心
に
運
営
し
て
い
る
。

　

港
南
台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
同
様
、

ボ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ッ
プ
事
業
で
収
益

確
保
を
目
指
す
他
、
ミ
エ
ル
の
特

長
の
１
つ
は
、「
地
域
に
根
ざ
し
た

飲
食
提
供
」
で
あ
る
。
ミ
エ
ル
の

店
舗
は
も
と
も
と
飲
食
店
の
空
き

物
件
の
た
め
、
厨
房
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用
し
て
い
る
。「
ミ
エ
ル
」

と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で「
は
ち
み
つ
」

を
意
味
し
、
前
述
❸
の
養
蜂
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
採
取
さ
れ
た
横
浜
産

は
ち
み
つ
や
、地
元
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
（
写
真
５
）
が
提
供
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
商
品

開
発
を
心
が
け
て
い
る
。
食
材
の

中
に
は
、
建
設
業
協
会
の
会
員
企

業
が
新
規
事
業
で
取
り
組
ん
で
い

る
植
物
工
場
で
栽
培
さ
れ
た
葉
物

野
菜
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
産
者
の
分
か
る

地
元
食
材
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

震
災
後
、原
発
問
題
の
不
安
か
ら
、

食
の
安
全
・
安
心
に
関
心
の
高
い

母
親
の
ニ
ー
ズ
（
社
会
課
題
）
に

即
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も

な
っ
て
い
る
。

❺ 
過
去
の
活
動
の
経
験
が
事
業
の

基
盤
に

　

カ
フ
ェ
内
で
開
催
さ
れ
る
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
他
、
周
辺

の
公
園
や
森
を
使
っ
た
「
お
遊
び

会
」（
写
真
６
）も
開
催
し
て
い
る
。

札
幌
時
代
か
ら
の
公
園
活
動
で
蓄

積
さ
れ
た
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
現

在
の
事
業
に
引
き
継
が
れ
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
が
地
域
（
ま
ち
）

で
生
活
す
る
楽
し
み
・
喜
び
を
感

じ
ら
れ
る
事
業
構
成
と
な
っ
て
い

る
。

　

参
加
者
で
あ
る
地
域
住
民
が
、

楽
し
み
・
喜
び
を
感
じ
、
さ
ら
に

住
み
良
い
地
域
（
ま
ち
）
に
す
る

に
は
何
が
必
要
か
と
考
え
、
新
た

な
活
動
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
。

❻ 

社
会
起
業
家
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
た
人
脈
形
成

　

鈴
木
氏
は
２
０
１
０
年
、
内
閣

府
事
業
で
実
施
さ
れ
た
「
社
会
起

業
家
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム（
３
ヶ
月
）」

を
受
講
し
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
ペ
を
通
過
し
、
資
金
援
助
を
受

け
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

同
級
生
ら
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

活
か
し
た
事
業
も
展
開
し
始
め
て

い
る
。

　

地
域
や
社
会
課
題
に
取
組
も
う

と
い
う
志
を
持
つ
社
会
起
業
家
ら

の
同
級
生
が
ミ
エ
ル
に
集
い
、
互

い
の
事
業
分
野
（
女
性
の
働
き
方

支
援
、
音
楽
を
通
じ
た
子
育
て
支

援
等
）
を
持
ち
よ
り
、
共
同
イ
ベ

ン
ト
等
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

❼ 

も
っ
と
地
域
の
こ
と
を
知
り
た

い
、
そ
ん
な
想
い
を
持
つ
人
た

ち
の
受
け
皿
に

　

前
述
❻
の
同
級
生
の
望
月
氏
は

言
う
。「
鈴
木
さ
ん
は
、
市
民
活
動

の
豊
富
な
経
験
が
あ
り
、
自
分
た

ち
に
と
っ
て
は
、
良
き
先
輩
。
ミ

エ
ル
と
い
う
居
場
所
が
存
在
す
る

こ
と
で
、
互
い
に
集
ま
り
、
想
い

を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
」と
。
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ま
た
ミ
エ
ル
の
ボ
ッ
ク
ス
オ
ー

ナ
ー
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ

る
奥
津
氏
は
、「
大
倉
山
に
住
ん
で

18
年
に
な
る
が
、
地
域
と
の
関
わ

り
が
あ
ま
り
な
く
、〝
も
っ
と
地
域

の
こ
と
を
知
り
た
い
〞
と
感
じ
て

い
た
時
、ミ
エ
ル
の
話
を
知
っ
た
」

と
の
こ
と
。

　

ミ
エ
ル
は
、
地
域
の
役
に
立
ち

た
い
、
地
域
と
関
わ
り
た
い
住
民

の
想
い
の
受
け
皿
と
な
り
つ
つ
あ

る
。

❽ 

新
た
な
企
業
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
も
形
成

　

開
設
２
年
目
の
２
０
１
１
年
秋

か
ら
は
、
共
同
運
営
者
で
あ
る
商

店
会
、
建
設
業
協
会
以
外
の
新
た

な
企
業
と
も
連
携
を
築
い
て
い
る
。

地
元
の
大
手
不
動
産
会
社
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
利
用

し
、
ミ
エ
ル
企
画
の
セ
ミ
ナ
ー

（
例
：
エ
コ
料
理
セ
ミ
ナ
ー
・
写
真

７
）
を
開
催
し
て
い
る
。
大
倉
山

在
住
の
シ
ニ
ア
層
は
、
自
分
の
子

供
世
帯
と
の
将
来
の
同
居
先
を
検

討
す
る
際
、
現
在
、
住
み
慣
れ
て

い
る
大
倉
山
周
辺
で
探
す
傾
向
が

あ
る
た
め
、
不
動
産
会
社
に
と
っ

て
は
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム
へ
の
集
客

に
つ
な
が
り
、
ミ
エ
ル
に
と
っ
て

は
、
不
動
産
会
社
か
ら
の
受
託
費

が
収
益
確
保
に
つ
な
が
り
、
互
い

に
補
完
関
係
を
築
い
て
い
る
。

　

大
倉
山
ミ
エ
ル
は
ま
だ
開
設
2

年
目
で
あ
り
、
鈴
木
氏
の
札
幌
市

時
代
か
ら
の
市
民
活
動
を
基
盤
に

徐
々
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
、「
つ
な

が
り
か
ら
、
想
い
が
カ
タ
チ
へ
と

具
現
化
」
さ
れ
る
仕
組
み
の
形
成

途
上
の
段
階
で
あ
る
。

４ 

　 

む
す
び

　

２
例
の
事
業
の
成
長
ス
テ
ー
ジ

は
異
な
り
、
各
代
表
者
の
開
設
経

緯
も
異
な
る
が
、
共
通
点
も
浮
か

び
上
が
っ
た
。

❶
２
例
の
共
通
点

■
各
代
表
者
は
と
も
に
、
強
い
想

い
・
信
念
の
も
と
に
、
自
ら
行
動

に
お
こ
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

を
担
い
つ
つ
、
人
を
巻
き
込
む
力

を
有
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
も
担
っ
て
い
る
。

■
運
営
は
、
自
立
的
か
つ
継
続
的

な
運
営
に
向
け
た
収
益
確
保
の
仕

組
み
を
開
発
し
て
い
る
。

■
企
業
、
団
体
等
と
の
連
携
を
通

じ
、
幅
広
い
事
業
展
開
が
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
全
て
は
「
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
」
が
き
っ
か
け
で

あ
る
。

❷ 

Ｓ
Ｂ
／
Ｃ
Ｂ
へ
の
期
待
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
の
ポ
イ
ン

ト

　

２
０
０
８
年
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
報
告
書
（
経
済

産
業
省
）」
で
は
、
２
０
０
８
〜
２

０
１
２
年
度
を
Ｓ
Ｂ
集
中
推
進
期

間
と
位
置
づ
け
、（
そ
れ
ぞ
れ
２
０

０
８
年
度
比
で
）
雇
用
規
模
：
約

３
・
２
万
人
↓
約
30
万
人
、
市
場

規
模
：
約
２
，４
０
０
億
円
↓
約

２
・
２
兆
円
と
い
う
目
標
を
設
定

し
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
／
Ｃ
Ｂ

は
、
今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化

の
担
い
手
、
雇
用
創
出
の
担
い
手

と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
人
・
地
域
と
の
つ
な
が

り
」、「
ま
ち
の
再
生
」
と
い
っ
た

地
域
住
民
の
精
神
的
や
す
ら
ぎ
、

心
の
豊
か
さ
へ
の
期
待
も
高
い
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
希
望

者
は
増
え
て
い
る
が
、⑴「
想
い（
社

会
性
）」
と
「
収
益
確
保
の
仕
組
み

（
事
業
性
）」
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
か
。
⑵
自
立
的
な
運

営
体
制
の
中
、
カ
フ
ェ
が
人
々
の

想
い
を
吸
い
上
げ
、「
カ
タ
チ
」
へ

と
具
現
化
で
き
る
複
合
的
な
機
能

を
果
た
せ
る
か
、が
重
要
で
あ
る
。

❸ 

居
場
所
づ
く
り
へ
の
強
い
信
念
、

「
つ
な
が
り
」
か
ら
生
ま
れ
る
相

乗
効
果

　

最
後
に
、港
南
台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ

の
斉
藤
氏
の
印
象
的
な
言
葉
を
紹

介
し
た
い
。

　
「
こ
れ
ま
で
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
？
と
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ

る
。
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
改
め
て
振
り
返

る
と
、
具
体
的
に
は
思
い
出
せ
な

い
。
困
難
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
乗

り
越
え
る
楽
し
み
が
あ
る
。」

　

こ
れ
が
、港
南
台
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ

の
継
続
運
営
の
秘
訣
な
の
で
は
な

い
か
。「
困
難
は
歓
迎
」
と
感
じ
ら

れ
る
程
の
強
い
信
念
を
持
っ
た
人

の
も
と
に
、
連
鎖
的
に
新
た
な
人

が
集
い
、つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
、

想
い
の
具
現
化
に
向
け
、
意
識
の

共
有
化
が
図
ら
れ
る
。

　

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
自
体
は
20
〜

30
坪
と
、
限
ら
れ
た
空
間
だ
が
、

そ
こ
に
集
う
人
々
の「
つ
な
が
り
」

か
ら
紡
ぎ
あ
げ
ら
れ
る
過
程
で
の

「
人
の
育
ち
あ
い
／
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
相
乗
効
果
は
無
限
大
で
あ
る
。

　

是
非
、
今
後
も
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
開
設
さ
れ
、
新

た
な
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

59■ 特集・つながりを探る

写真７　エコ料理セミナー


